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北アルプスでの教訓

安孫子 保

■■L-、

今年の夏はとくにむし暑い。今から21年前の夏もこん

なにむ し暑かったことを私はふと思い出した。そして忘

れようとしても忘れられない北アルプスでの経験がその

暑さとともに生き生きとして私の脳裡によみがえってきた。

時は昭和32年 の夏である。私は東京 ・築地にある聖ル

カ国際病院でインターン生として修業中であった。夏休

みの間に同じインターン生の早坂君(現 在仙台市で精神

科を開業)と 北アルプスを縦走 しようということになった。

彼は山のことをよく知っているベテランだが、私も旭岳

をはじめとする北海道の山には経験があったので多少の

自信はもっていた。

登山者で賑う上高地で一泊 し、梓川をさかのぼって澗

沢小屋 に着 き、また一一泊 した。澗沢は高地にあるので

かなり涼 しく、すばらしい自然の景観にしばし心を奪わ

れたものである。翌日はいよいよ穂高岳に登 り三千メー

トル級の山の壮大さと美しい自然をみて、苦労 して登っ

てきた甲斐があったと感 じた。空気中の酸素が薄くなっ

たように感 じたのも三千メー トル級の山だからこそであ

る0夕 方から霧がかかってきたが、日の暮れる前に穂高

岳の山小屋にたどりっいた。次の朝の日の出がすばらし

かったことは今でもよく覚えている。そういえばサンフ

ランシスコへ向う機上でみた日の出によく以ていた。事

件はこの日におこった。穂高岳から槍ケ岳への道には難

所があるが、これらの難所を無事通 りすぎてほっとした

ためであろうか、何でもない平担なところで我々は道を

見失った。山の道はしばしばわかりにくいが、ところど

ころに石が積み重ねておかれているのでこれが本道だと

わかる。いっのまにか石がみえなくなったのである。そ

こで私は本道をみつけるべく附近を歩いた。すぐ向う側

は千丈の谷になっていたが、この附近を歩くのには何の

危険も感 じなかった。少 しでも高いところからみた方が

本道をみつけやすいと思って谷のそばにある大きな岩に

乗った。ところがである。私がその岩に体重をかけたと

たんに岩が割れてその半分が谷底へと音をたてて落ちて

行くではないか。心臓がとまるのではないかと思った次

の瞬間には私の足の下にあった岩も谷底へとくずれ、気

がっいた時には両手の指だけが附近にあった別の岩にか

かっており、両足は千丈の谷に向かって宙に浮いていた

のである。目の前は真暗になり、そこへ母の姿がみえ、

私は犬死することの申しわけなさで一ぱいであった(こ

ういう時は恋人の姿は出てこないものである!)。 その

うちに早坂君が助けにきてくれた。彼は自らの危険をも
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かえりみず私に手をさしだしてくれ、ひっぱりあげてく

れたのである。この時ほど生きていることのよろこびと

友情の有難さを感 じたことはなかった。穂高の岩は風化

していて危険だということは知っていたが、本道を歩い

ていた時には全くそのような岩をみなかったのでっいう

っかり本道以外にある岩に乗ってしまったのである。

この事件があって以来、私の人生観に大きな変化がお

こった。つまり私は一度は死んだので、今の自分は余分

に生を与えられていると思 うようになった。いっ死んで

も別に不思議ではないから思いきって自分の将来を考え、

仕事をすることが一番大切であると思い始めた。それま

では試験に落ちないように勉強 し、親が年をとっても困

らないように自分の将来を考えることが一番良いと考え

ていたが、自分の生をもっと真剣に考え、それに向って

おそれずに進むということが自分にとってどれほど大切

であるかを悟った。そこで周囲の状勢が許す限り自分は

好 きな道を歩こうと決心 したのである。人間、こうなる

と人生が楽 しくなるものである。また何でもで きるもの

である。学園紛孚がおこった時に、学生や教官に遠慮す

ることなしに自分の考えを述べることができたのはこの

ためである。この発言のために大学をやめるようになっ

たとしても侮は残 らなかった。旭川に来るという話がき

まった時にもこの気持に変りはなく、おかげで私は楽 し

く教室作 りをすることができた。旭川医大ほど仕事のや

りやすい大学は他にはないと私は信 じている。つまり自

分自身と現在を大切にするということがいかに生活を楽

しくし、仕事に対するエネルギーをつくり出すものであ

るかを教えられたのである。北アルプスでの経験は私に

とってはまことに尊い教訓であった。しかしこの体験を

二度と味わいたいとは思わない。山から学ぶべきものは

私はもう学んで しまったと思っている。友人早坂君と北

アルプスにもう一度感謝 したい。

(薬理学講座 教授)
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焼 け跡派風
外国語のすすめ

保 坂 明 郎

戦 争 中 は敵性 語 だ とのf'PEf]で 英語 が禁il:さ れて い た こ

とは学生 諸 君も贋1知の こと と思 う、,旧制 中学 で 英語 を習

ったの は私達 よ り2年 ドまで の ク ラスだ った と記憶 して

い る.、しか しあの 時 代 で も 入試 に英語 を課 した所 が あ る

ことは 余 り知 られて い な い だ ろ う,,何 と それ は海軍 経 理

学 校 の試 験 で 、 その ・部 に は有 名な 英国 詩 人の 詩 の一 節

も含 まれ て いたの で あ る,、これ は 私 自身 の受.験経 験 なの

で 、間違 い ない`拝実 で あ る 〔も し合格 して い た ら、今 日

の私 は 存 在 しな か った 口r能性 が強 い が・…・…こ れ は余談)。

さすが に この時 代 、陸軍 は も ち ろん海 軍 兵学 校 で も入試

科 目か ら英語 が はず さ才「して いた が 、海 軍経 理 学 校 で は視

野 を広 くせ よ とい うこ とで 、社 交 ダ ンス も正 課 の 中 に 入

ってい た そ うで あ る,、

私 達 も医 科 で は ドイ ツ語 を習 った、、医 学 は明 治時 代 か

ら ドイツ語 がi乱流 で 、 しか も昧 方の国 の 言 葉で あっ た か

らに違 い な い、、 しか し敗 戦 と と も に現 実 の ア メ リ カ語 が

IF1々と して 人 りて 来て 、何 時 の 間 にか2年 間の ドイツ語

は私 の脳 の1','すみ に追 い や ら れて しま った 、,元来 私 は英

語 と縁 が深 い、,戦死 した次 兄 が 英語 学1、㍉乏門 で あったか ら、

小学 校 の時 か ら強 制(1'・1に教 え られ た.兄 とい って も12才

も年長 で あ る か ら、家 庭教 師 な ど とい う生 易 しい もの で

は な く、出 来が悪 けれ ば忽 ち 拳固 が 飛ん で 来 る とい う、

しごか れぶ りで あ った 、、そ び)お陰 で中 学 に入 った時 は 大

変楽 だ り た し、 英語 の 先生 に 可愛 が られ 、 そ うな ると ま

す ます 面 臼 くな ってnk績 も向 ヒす る とい う具 合で あったっ

さて暗 いP想 通 りに戦 争 に負 け、男 は皆殺 しに され る

の で1はな い か とい うこ と も杞 憂 にす ぎない こ と がわ か る

と、相 変 らず空 腹 を抱 えな が ら も前途 の 明 る さ とい うの

ぱ 、 これ はす ごい もの で 寸 説 明 出 来 ない くらい で あ っ

た、.生命 が助 か っ た とい うよ り、 新 しい生 命 を授 け ら れ

た とい う感 じで 、医 学以 外 に も何 か や って や ろ うとい う

意 欲 卜分で'、変 な組 合わ.ぜで は あ るが、 英 会,活ク ラブ と

謡曲Ill1好会 を倉lj設した の は昭 和21fト の 秋 で あ った 、,謡曲

同好 会 の 方 は私 達 よ り3/-1".ド の 〔今や斯 界の 重鎮)若

f・のハ リハ リが 、乏 しい謝 礼 を物 ともせ ず厳 しく指 導 し

て くれ たの で 会 員20人 を越 え る隆 盛ぶ りで あ った じ と こ

ろ が 英会話v)方 は ど』.)も適 当 な指 導 者が い な くて 先細 り

状 態 に な 一、て 来た.そ ん な時 、 加藤 勝治 先生 とい う救 世

Lが 現 われ た「 医 学 英和 辞 典 の あの 加藤 先生 で あ る.,当

時 お幾っ ぐらい だ りた か(今 の 私 よ り若 か った に達 い な

し、h'/、.ぐ㌧ノ,弘り と してrし】な カfらスス7一 トド5、fド;こu「1「

え られ たiσ)ひ げが魅 力的 で あ った、、東京医 大の 血 液

学 の教 授 を され て い たが 、 在米20年 の経験 を生 か して 医

学 生 英 語 会 と い うの を作 るか ら入 会 しな い か との報 が学

生 課 か らも た ら され た。私 達 が小11り して これ に参 加 し

た こ とは 言 うまで も な い。 人数 に制 限 が あ って 、 東 京 な

らび に周辺 の 医学 部(医 科 大学)の 学 生1校 につ いて2

人程 度 との こ と なので 、20数 人 が毎週1回 、 医科 歯 科 の

小 教 室 に 集 ま った 。 当時 東 京 に は ア メ リカの軍 医 は も ち

ろん 、軍 属 で あ る医師 も大 勢居 た か ら、 加藤 先 生の 呼 び

か けで 必ず1人 は 講師 と して 来て くれ た。 先 ず その 人の

テ ーマ を話 題 に して1時 間 の話 が あ り、次 いで 加藤 先 生

が内 容 を簡 明 に総 括 した あ と、質 問 ・討 論 に入 る。 私達

の医 学 的知 識 の 不足 か ら来 る幼 稚 な質問 も あ る し、時 に

は研 究 内容 に 、【'=ち入'Jた 鋭 い 討論 もあ っ た。 加藤 先生 は

::と 講師 、 あ るい}':生 同志 の 会 話 の や り と りを聞 い

て い らっ しゃ って 、 内容 の 誤 りだ けで な く、 発 音 や イ ン

トネー シ ョ ンが悪 い と、 ス トップ.をか け て 、細 か く訂 正

され る とい う風 で あ っ た¢1回 お よ そ2時 間 で 、間 違 っ

て 日本 語 が飛 び出 した ら10円(今 の2001'1ぐ らい び)感 じ

か)の 罰 金 で 、 これ は会終 了 後の 、 別 な愉 しみ とな った

お 茶の 水 界隈 で の お 茶代 の 一.一部 と して積 み立 て られ た。

この 会 は約3年 聞続 き、 私達 が医 師免 許 を とる と 、 お

11:いに 多忙 に な った せ い か退 会 者 が続 出 し、 自然 消 滅!.

て しまっ た 、,大学 院時 代 には ドイ ツ語 を復 習 し、 フ ラ ン

ス語 も1年 ほ ど勉 強 した が、既 に頭 が硬 くなっ て い たの

か 、 ど う も物 に な らな か った の は残 念 で あ 盗 、 も ちろ〆L

教 授 の 指導 下 にで は あ る が、 一期 生 と して新 しい眼 科 学

教 室 作 りに懸 命 と な り、 一 方 に は家 庭 の事 情 もあ っ て 、

#!、が留 学 の チ ャ ン ス をワ え られ たの は 、 あの 英語 会 か ら

20年 後 の こ とで あ る。 カセ ッ ト英 語 で短 期 間 の特 訓 を や

っ て 、恐 る恐 る外 国 に行 って み る と、私 の英 語 で も 予想

外 に通 じ るので 、 気 をよ く して各 大 学 を廻 って い る内 に

何 と な く昔 の勘 が 戻 りて 来 て 、大 学 の研 究 者 と話 を して

い る限 りは ほ とん どその 内 容 を誤 り な く理 解 出 来 た。 と

こ ろ が 夕食 に招 待 され た り して家 族 の 人達 や 医学 以 外の

領域 の 人 々 と話 をす ると、 これ は も う私 の 英 語 で は 金 く

役 に ・「':たな い こ と を悟 った 、、一 般 的 な語 毒 いの 不足 と西

欧文 化 の 知識 不 卜分 の ため なので あ る、、そ れ以後 は私 も

ず る くなっ て 、目本 の歴 史特 に文 化 史 をみ っ ち り勉 強 し、

そ れ に必 要 な語 らい だ けは 用意 して 、相rを 自 分の ヘ ー

スに引 き こんで し ま うこ と に した。能 と歌 舞 伎 の比 較 論

など を喋 っ て いれ ば 、 た っぷ り1時 間 の 会話 は稼 げ るの

で あ る。
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眼科学の教師らしからぬことを書いて、お叱りを受け

そうである。しかし有能な若い医師達の中に、外国語が

話せないということだけのために留学のチャンスを失っ

たり、国際的に伸びられない人が居るのを見るにつけて

残念でならない。私達の時代とは違って、機会の多い今

日、出来れば2か 国、少なくとも1か 国の外国語を学生

のうちに(医 師になったら心身ともに忙 しいのです/)

マスターしておくことは全く議論の余地のないように私

には思われる。

(眼科学講座 教授)

灘灘鍛羅灘繋欝.:,轍蟹犠i灘纒事舞繕購鍛 灘鍾轍講灘i雛欝睾肇犠鱗簸灘 簸鍛i鑑籔

旭川医科大学談話会
本学談話会は、本学教官の専門分野における研究発表

を通して、教官、学生及び関係機関の交流を深めること

を目的に、去る昭和49年1月 に発足し、本年9月6日(水)・

10月18日(水)に はそれぞれ第36回 ・37回談話会が行なわ

れました。本号では第36回 談話会及び第37[・1談話会の耳鼻

咽喉科学講座林崎勝武講師担当分の内容を紹介 します。

(学 生 課)

■第36回 談話会 昭和53年9月6日 開催口

Caポ ンプの分子機構

金 沢 徹

Ca+は 筋収縮やホルモン分泌など多くの生理機能を調

節制御する細胞内メッセンジャーとして近年その重要性

がますます注目されている。細胞膜や細胞内膜系による

Ca+輸 送 のメカニズムを明らかにすることは、細胞の生

理機能の基本的理解に必要であるのみならず、さまぎま

な疾病の成因や病態を理解する上でも重要であると思わ

れる。

細胞内に遊離の状態で存在するCa+の 濃度は一般に他

の生理的イオンに比して著しく低 く10-8--10-6Mで ある。

このため細胞内Ca+の 絶対量のわずかな変動が容易に10

～100倍 のCa2+濃 度 の変化 をもた らし、その結果大

きな制御効果が得 られ ることになる。したがって、細

胞内Ca+の 濃度を低くおさえることはCa2+の 制御作用の

上で重要な意味をもっている。他方、細胞外液のC～+濃

度は細胞内Ca濃 度よりはるかに高く、10'3Mの レベル

である。 したがって、細胞内外には細胞膜を介 して大 き

なCa2+の 濃度勾配が存在することになり、その結果Ca2+

は受動的に細胞外から細胞内へ絶 えず流入する。このよ

うにして細胞内に流れこんだCa+は 、再び細胞外へ汲み

出されなければならないが、このCa2+の 汲み出しは濃度

の勾配に逆らったエネルギーを必要とする能動輸送であ

る。このような能動輸送を行なうCaポ ンプは広 く多 く

の細胞に存在すると考えられるが、その性質の比較的よ

く知られているものは赤血球膜のCaポ ンプである。 し

かし赤血球膜を含めて一般に細胞膜に存在するCaポ ンプ

の量はきわめて少なく、実験材料としてあまり適当でな

い。これに対 して筋繊維内で筋肉の収縮弛緩を制御 して

いる筋小胞体はCa+輸 送 をほとんど唯一の生理機能とす

る膜系で、Caポ ンプの存在量は驚 くほど高く、全膜 タン

パク質の約70%に 達する。 したがってCaポ ンプの研究材

料としては最も適 しているものである。現在我々の研究

室も含めて多くの人達が筋小胞体を用いてCaポ ンプの研

究を行なっている。以下、これまで明らかにされてきた

このポンプの分子機構の概略を述べることにしよ う。

筋小胞体のCaポ ンプの実体は筋小胞体膜に存在する特

異的なATP加 水分解酵素である。この酵素の分子量は約

10万 で1本 のポリペプチド鎖からなる球状 タンパク質で

あって筋小胞体膜に外側表面から内側表面までっき抜け

るように埋め込まれており、その形状は実際に電子顕微

鏡で見ることができる。この酵素タンパク質はリン脂質

と結合した状態でのみポンプとして働 くことができる。

その機能は外見上全く異なる2つ の面をもっている。そ

の第1は 酵素としての機能で、ATPの 加水分解を触媒

し能動輸送に必要な自由エネルギーを取り出す働きをす

る。第2はC許 の担体としての機能で、Ca+を 筋小胞体

膜の外側表面で結合し膜内を通 して内側表面まで運ぶ働

きである。この…見異なった2っ の機能はただ一種類の

酵素タンパク質によって行なわれている。このことはCa

ポ ンプの分子機構を考える上できわめて重要な意味をも

っている。実際Caポ ンプによるATPの 加 水分解反応 を

詳しく調べていくと、上記の2つ の機能が実は全く同一

の分子過程によっておこることが明らかになる。すなわ

ち、ポンプのタンパク質分子のうち、筋小胞体の外側表

面に露出した部位に2個 のCa2→が結合すると、酵素 とし

ての触媒機能が活性化されてATPの 分解反応が始まり、

ATP末 端のピロリン酸結合が切断されてADPが 遊離す

る。このとき切 り離 されたリン酸基は酵素タンパク質に

転位して酵素がリン酸化される。この反応に共役 してCa2+

は筋小胞体膜の外側から内側へ移動する。ATPに よる酵

素のリン酸化とこのCa+の 移動とは緊密に共役 していて、

両者を分離することはできない。この反応で生 じたリン

酸化酵素は次のステップで加水分解 され無機リン酸を遊

離すると共に、もとの酵素が再生される。結局、1分 子

のATPがADPと 無機 リン酸に加水分解されると、2個

のCa2+が 筋小胞体に取り込 まれることになる。上で述べ

たことから明らかになるように、ATPの 加水分解反応と

Ca2+の 輸送過程とは緊密に共役 しているので、ATPの 分

解反応を反応論的に研究することによってCaポ ンプの分

子機構に関 し、多くの知見を得ることができる。現在、

Caポ ンプの分子機構の研究はこのような観点から多くの

4

一



一

人達 に 、よ 一ズ(一精 ノJ/;勺1.二進 め ら れ てrい る 。 し か し、Ca2T

の 輸 送 が ホ ン ーノ タ ン パ ク 質 の ど び).よ う な構 造 変 化 に よ っ

て お こ る か と い.)最 も 興ll未あ る 問 題 は 、 そ の 分f・ 機 構 の

詳 細 が川 ら か..ぐな い現 在 、 ま だ 解 か れ て い な い 重 要 な 課

題 と し て 今 後 に 残 さ れ て い る 、、

〔ノヒfヒ斗∫=卿,'.β醇14≦ 孝気授)
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心 筋 梗 塞 と 麻 酔

劔 物 f彦

〕圧'卜、 斗る封」天}缶すび)f申び'、Il'1i!缶者f=fイ/∫ぬ貰fサUび)土曽か口と 村iま

・、て 虚lilL性'じ 、疾 患 の 既 往 を イ}`する 患 者 の 麻1'4i`や急 性 心 筋

梗 塞 に 対 す る 外 科 的r術 の14衣酔 を経.験 す る 機 会 力f多 く な

っ て き て い る..,本 示高で1よ1.ト心1)/J梗 幽塞 患 者 に 対 す る1秣 酉争管

理Lの 問 題 【.lj、、21心 筋 梗 塞 の 外 科r術 に 対 す る1秣 酔 法 の

2,点 、に つ き 茗:者 の 経.験 を 中 心:.二最 近 の 考 え 方 の ・剖三を 紹

プ1＼..1.る..

D心 筋 梗 塞 患 者 に 対 す る 麻 酔 管 理 上 の 問 題 点

f・術 後 の 心 筋 梗'塞(わ 発 生 率:よ0.2%程 度 で あ る が 、 艮先

往4)あ る 場 合 に1.t6.6%と 高 く な る.既 往 の あ る ち の で「

k54%か 了赫後11}1硬』塞 σ)た め に 死 亡 し'(rい るlll:硬 ヲ簿発 生

.プ)歩⊥「〔度 は 前i日1のf更 塞 が3か 日 以1人jじノ)もL')て'37%
、4-.6

、ろ1・Ilr/l人r(116%、25,かll工L」 、L.(～'4%と 、 肖ffiuk7)雀史』ソ博力Lダー)

/..術 ま で▽,斯ll川 が 長 く な れ1.よ.∫頻 度:よ ギ.「,k少し て い る 、、麻lii`

方 法 や 麻 酔 薬 、ヒ瞬 史略 発 生 率 ・1疏 亡.率 に 訓 矧 系力こな い が 、

j.術 侵 襲 の 程ll芝とf淋1時IIに は ノ.くい に 関 係 す る こ と も 知

られ て い る.・ 般 に心 筋 梗 塞1麦2週 間 以 内 の も の:こ はf・

付寸、 塚{ミ曲能1㌃岳色文・J.傷襲,ヒ三、 雲rゑ包【、f=子・[寸上り、タト1よ3カ'11:よ 手空え る こニ

ヒが 望 凝 い と さ イ!.(い 「5が 、 二 れ は 梗 塞 後 の 心Ohの 治

捷・ニコ」越刑己1こ」志一ノ・くもしり.(=・ゴ・、る 歩史』7匪≡f妾2ユ固n『 で・上要タピ剰1稲髭;うダ

吸 取 さイレf肉1オ:組 織.しり産'llが 開 始 さ れ 、2かllで!ノ 【詮 な

搬 痕 化 が 起 こ り 、 よ り強 革匁な修 復 に は さ ら に1か 月 を 要

す る.前.述 した 糸充lfi勺 数f直7ケ らす れ ば才更塞6か 月 後 で 毛,

1与づ邑・'.1馨;.仁1昏;;ljfl.(マ歯ノり、1"rIGi巽ン犀禾酉㌍.:7LLIj'育旨な μ艮 り遊…ら せ

tニ ノノノ)・』⊥1↓L、と ㌧、え る カご、'巳・17/1仁更ソ海び)タト手斗白勺ギ台残{1こ'之・要'な

応丘重坦派 」査;彪 ンン【riL行』1厚建f・1寸に は こ の 属〔貝り1よ'li穿蓉ま)て は ま ら

な い.,心 筋 の 機 能 は}1,}所 で 必 要 と さ れ る 酸 素 の 量 と 局 所

に供 給 さ れ り 酸 素 の 最 の バ ラ ン ス に 、よ る 訳 で 、 心 筋 酸 素

ギ1「iぽ1～1止を上曽加iさ{ま・西空素(P<糸 合を 「∫ll∫、i;ン弓』イ5・拝章眞力》髭一毒ゴだtlボ、

心 筋 機lleの1卯1∵;:と し てf見 わ れ る 、 し た が っ て『、 ど の よ う

/な犀衣西㌍ノ∫7」ミ、 床看酉牡薬7う弓蓬量イナ.こさ オ1、郵').・と も 、 コ己』三1flLf寵i4:をGIL

'
、i;「し な し・二 と と1『斐素illゼ1～111:をr〃llさ.{む'な しΣこ 、と=び)2∴Ej、:二

留 、1;星!'1.べきで あ そ5術 中 の 持・7/L臼勺心 電[』xl監 密!邑は 必 須 の 善'

.の.5漉 る か 、 酵者 は 二の た め にlll.期 に1磨 更塞 発 作 をJLti

し適CIJな 処 置 に1..り 救 命 し得 た 貴'重 な 症f列 を 糸釜.験 し て い

る

2)心 筋 梗 塞 の 外 科 的 手 術 に 対 す る麻 酔 法

大 伏 在 静 脈 グ ラ フ ト に よ る 直 接 的 冠[m.行.μ ∫建 術 〔大 動

.9ff;cr重り月辰ノ{イ ノ、ス 丁祠寸〕1よ1、誰1前.'t二、qll、島蔓タピ∫吉H月汀(T)匙猛IIIi'1・i3

fll〔に 直 接[白L行 のf1}開 が 得 ら れ る の で 、 心 筋 季更塞 や 心 原 十'i三

シ ヨ ッ ク に 対 す る 外 科 臼勺療 法 と して1主 目 き れ 、 本 邦 に お1

い て も近 年 本r術 症 例 の 増 加 が み ら れ て い る 。.こ のf・ 術

の 麻 酔 に は モ1レ フ イ ン が 最 適 と され て お り 、 著 者 も こ れ

ま で に40例 程 の 経 馬葦ミを も 一リて い る 。 ハ ロ ー一セ ン な ど の 吠

人 麻 酉㌍薬1よ 心 筋 に 知rし て 繭オ奏的 な 抑ll}「]効果 を 有...5一る が 、

モ ル フ イ ン は5mgrkgと い う ノく.i.1とをf吏 用 し..ぐも 心 機 能 を

打μ1}劃し な しΣ;よカ'り カ＼ 仁な'巳・手rlHI5.程し碧㍉者1こkrし..⊂:よcr幾ii.:

を改 詐 す る し 、 心 筋 酸 素 消 費 量 射{導 加 させ な い な ど の 利

点 を も っ て い る こ の た め モ ル フ イ ン は こ の 種 の ∫・術 に

は 第.・ 選 択 と な る .モ ル フ イ ン 使 用 後 にldLII三L昇 を み る

こ と が あ る が 、 こ れ は.1111カ テ コ ー ル ア ミ ン の ヒ昇 に よ::

と 考 え らオじξし」る..末 季1「j[血1∫ド干わ去弓長薬r,交 範茎拳申糸釜三壁i匪斤薬 び)fl距

用 、 最 近 で は 持 続 頭 …'}1;硬.膜外 麻 酷 二よ り 対 処 され て い る

モ 」レフ イ ン の ノく1達f吏用 で』はIIPII及拍J需「]は・必 郵蒸Cノ)こと で'あ

が 、人Ll呼1吸 管f「1!に よ り才占打tで1き る し 、術 後 も1CU,CCC

で・1呼1吸管;fq1はrhr売 さ れ る が 、 こ の 薬 才勿の 強 ノJな 釧嬉1'iお 」.

.しぐ$貞昔釜交力耳乏び)
/セニき')1二fホナテ変∫i.「チP憂力評ギ弄易 てト歩♪る こ二と も.モ・ノレーノ

イ ン床乗酉}の 土乏戸斤'と'な る_、

'じ筋 梗 塞 患 者 に 対』`.3一る 麻 酉㌍管 王唄を 行 うた め に 」よ、 心 筋

卜些り甚レ)り直拡懲'1.P[1、,己flrlLI!IL}1とと,L}身万西斐素il`1ビ1～行ヒし,)1接lis、床仁

酉告薬 び)イ1爵王漿{こ 及Lま㌧オ.f乍月」〆な と"び).」星摯礎ri勺矢1信高量(ア)み・なら.書ご、

タト科・f・佑fしノ.)fl臣度 、 材鱗貞、 、患 者 の 一肩芝2「た怠雲の 才巴拾i、.々 「㌧・ン

ター一ハ ルーゼ イ シ ョ ン な ど の 彩甫凪りf盾.1:疑のiiriI,i、 イく癌刃派 と 打1.

イく鴇冬.印蔭.薬さ ら1二:.柔各 手・嚢び.)交..eネ中糸釜i'i三三褻力薬'な と"し」)ひ～[1毒{セζ.・≠

充 分 駆 使 し、 患 者「r遭!を 行 う.二 、㌧ う腰 求 さ れ る..わJ/a

れ 麻 酔 科 医 は 一.Jねに 外 科 医 と 協 力 し.◎ じ筋 梗 塞 患 船 二≒」

い コ よ り 安 斜 なf淋1、 麻 酔 管 理 乏う∫1なさ れ る.よ.)、 術 」}1

か らf・lif後に か:.}.ぐii夜 努 力 を続 け て い るレ1)で1あ る

〔1桓ミE/i"』jそ山覧μ1く 且り孝気手1乏:1
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古 世 振 動 制 御 と設 定 位 置

皮パルス法
よる定量的観察

†木 山奇Ilh武

初 め に:声 帯 振 動 は 、 声 門 を 開 大 し た り「冒.1鎖す る 事

:二 」::りcontrolさ れ る そ のmechanismは 、ま ヅ 発 声 準flll.1

と い ◎生 イ1声 脹 七唄 映 に 寄 り 、 声[lllが 閉 鎖 さ れ 、 声rl11「

lEカ ごL旨L、 ・ワ1三レ「)疑㌃二'なる とJ:ill11カご事IIしL蚊1.ドら オ1る 二:戸く

1.】..5ズく}レ.又一一イ交b塘し;二、よ り戸FIII]1「手1;ゐご1∫塗」{:≧'な り 、idijf1Dj}f

帯 が 吸 リ1さ れ るll二、 及 び声 帯 自 射)弾 性 に よ る 蘭 亡等:.

;.二り 、 門:び 声illjが 』1,1/i`iされ る と い.)vandenBergの ≠ワ

え が ・般 に 認.玉りら れ て い る.

声 帯 振 動 の 観 察r・ 段 とLて 、近1卜 、 各 栴7)機 械 が 恥

ノ＼れ ら れ 、highspeedcamera,electrog】ott【 ⊃graph},

一 一s‐



strob・sc・pv等 か 考'案 され 、実 用 化 さ れ てL1る ・こ れ ら

のr・ 段 に 」一(、 削1;振 動 は 声 帯 趣 為ll:縁の 粘 膜 の 波;i〈運

動 ヵ重 要 な 役1を 、寅 じ 、 こ の1'㌃1二分 の 軌 跡1仁 水1}り ∫向 へ の

【}II:糸泉ri「・」な」里動 で・1}ixF〈 、 余:!y)1汐 トノ∫にlf11か う41・llりで'あ る

こ と、)ぐ、 戸f潟卜半占月・露σ)不多亜力'桝ヨニに仁、 し、尋〕1Φる ヒ与皐と1ぐ 与子の

1副;二f・":れ1しノ)欧 レ カ;矛〕り 、 戸封Illσ)1尉缶肖ltド な辛力・ら 女台ま る ㌘な:

の 報ll訪 呪 ら れ る

し かLな が ら現fi旧 い ・うれ(い る こ れ ら の 王穀[二 は 、

定ll}イヒが無 理 な ≠,の 、 及 ひdata処 理 が 複 雑 過 ぎ ぐ定ill:

fヒカ・」イ・【'r"ff.なもしノ)Zノ・ゴ㌧り 、 ♪ぐ、 づ差戸∫;二「祭 し 、4卜 硅三Fq!自勺な 彦寒

勢 をr強 い る 為 に 、 種 々 の 制 糸く」を 受 け る 等 の 欠 点 が あ レ,、

1ン ヒ.一 一一タ ー を 亨 人 し た 定 疑 化 の 試 み が 始 ま っ た ば か

り と い)プ)か 上兄羽く(～あ る 、,

/冷Ilrlノ)実験 に 川 い たUGG装il'党 ‡
、被 検 者 に 無 理 が か

か ら す 、自 然 な 発 声 をli己録 出 来 る こ と、 定 甲:fヒが 簡 申.『ξ'あ

る`1留)利 ノ∴i、が ゴ・,り、 声 帯 振 動v)観 察 丁・段 と し て ・り不r!川[翫

f泊 か 高 い ちの と 彦 え る

目 的:笛 ・の 目r1勺は 、 起 声 時 の 声 門il71i積 〔phona-

tionneutralarea〕 をrC'1'.rl勺に測 定 し、声 帯 振 動 動 態 と

の関1系 を検 討』す る こ と 、及 ひ 起 声ILl▽)声 ・lI}寸辰動patternを

見 出III臼 二あ り 、 第'..ゾ)li的 は 、 声 門 開 ノくに 影 ㍗1=を 与一え

る 最 た の 因r・ で あ る 声1「IIドli=をiriIli、1三、記録 し 、 起 声ILII三に お'

;レる 声1円1涯 、 声1「'Jdii積、振 動1!.】期 の 、 乍目1/:関 で系・を5己 出

弓 こ とに あ る、

実 験 方 法 及 び 装 置:被 検 者;よ 成 人 男1""2名(untrained

voice/「/;』j∫=『(一 ・聞 発 さ れ たUGG装 置 を 川 い 、 もh"f

波 ハ ル ・d∠ 身・レ去 に/、 るUGGluitrasonoglottogram)

Curveと 、 ノ、」レ/〈透 」唖1」」二.虹るcontactareaCurveを

oscilloscopeに1司ILI…1記 録 、Itel,IEI,IHel'〔 苧を系柴 り」!∠

し 発 声 さ せ 、 タ イ ミ ン グ を 合 わ.せrホ ーフロ イ ドで噛拍端杉、

声[「1」の 水ri辰rPl、1、 周 波 数 を 、∫h則 し た 又 、 第=の 目(r・J(1)

為1『 、100二 及 び 鼻 腔 に マ ・ヘク を装 イ1'i=させ 、IE… …・・1の 発

戸II,']=1二、包1、IIII二二(t}AIL巻'1∫ILIL、IX71右父し オニf'び)IPI「';三「人∬ヒ1イ ヨlr

的 声 門 ド圧)をi川 記 録Lた1L・111、 語 則 に1際 し、 ドヒ械 の

,,.iii
、hl11tハ芝、hlLI・芝'1雪・v)県ラ㍗i;;を考Z愈 し 、f寧 ラシ リー 入 卸プ1二

cahbratl(}n右.fl'・,,非 二

結 果 及 び 考 察:1声 帯 振 動 の ・「・.Lが り パ タ ー ンは、

先l/・ ヒlll姻欣 き な[1「d川 こ・開 ノ」 ノllllにlllIか う振 動 で』女flまり、

次 い ξ・ト さ な 周}UIしり振 動 の 後 一 心;1状 態 に 入 る

2ン ヒ・、弓舵1ノ護産1ニ ノ＼る 、まて「・0)、1〈1しが り目、智IUと 、 戸rド[11(Ilfig!と

1プバ昊D也 を%Lる と 、 戸封口Ilfs「手員、ゲ珂・}ノ〈恥る に 『2れ て一、「・:1=カfり

li皐唱」:‡二受正⊥ミ 墨る 換1亨 弓ヒれ:L、 払三「uidCりノくき な 払赴1勇て=1;よ、

定 常 振 動 、墨61二 時 問 か か か ・}

31、}」{皮 凄気ゾ)1∴1}L、戸q仁 、f/褒「`・戸∫1二士ヒノミrξ、玩L力 書り日芋11il力宝

/嚇 ・い

4走 ⊆ノ1「IL㌃:二才,・1}!5}言Ill][白i手げ〔と レ!「li11ぐ[Eレ「)1昌1:こ:よll・.G1){こ1{

関 関 係 か あ る つ ま り 、/c卜 方 向 の 振 巾inが増 ノ」 る に つ

lLTC声 ド11ド圧k,,∴'}(な る

5L}「L}芝 委1(、ヒ戸「Ill]1自i手♂〔と>1)nl二 、jl亟Mlil'<1「斐1i;:プ)ご})/}換

[1'{ねlt、 ∫跡ill】llll手貞力Lヨ喪1暫】1辰車llで'は 、1抹:よhighpitch

ヒな る

6

6,,1「ljIぐ1に とLlrl臼芝委気と び)[聚lf系1こ'2し、『こrlよ、 †芋辱l/なぞ」ミ貝9

を 児1[II5せ な か っ た

エリ、L、 今llliの 実 、験 に 於 い て は 、 袖iEの 複 雑 さ 等 の ∠}、

∫・想 き れ た 結 果 に 程 遠 い も の と な っ た が 、UGG装 置 を

月1し】ノご戸r'1桂扶ミ重ね些力菰滋0)lf)Lbilこ ノくしΣ・なる1簿fl{をr:r、)ぐ 、 今・

「麦び)'幻馬寅/＼s)onestepと して反 省 とjiξにi励 み と な ・ノた

さ ら に改 良 をbllえ 、 声 帯#hz動 制 御1機 桔1の 解 明 にf突 、[・..ごた

い と 考 え る

〔⊥ギ鼻 咽r喉 科f』;套講 座 講 師)

合宿研修所の使用について
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旭川医科大学屋外運動場体育管理施設合宿研修所

使用心得
L二 、1

日1
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F

設 合宿 研修 所/・餌1規 程(以 ド 「使 用夫見程」 とい う)

第9条 に),.!づき、 旭川 医 科 大学 屋 タト運 動 場体 育 管 理

施 設 合 宿研 修 所(/り 、ド 「研修 所」 とい う、 〕の 使 用

につ い(、 必 要な 事項 を定 め る、

〔使 川呼〔り

第2f吏 目1規桿 第4条 にワセめ る使 用 願 は、 別糸氏様 式 とす

る

1使 用 申込 み σ)開始}

第3研 修 所 の使 用!i}込 み は 、使 用 しよ うとす ろ 日の30

日前か ら行 うこ とがで きる

〔使 用ll/1=111の順 庁:)

第4研 修所 の 使lfl許Ilfは 、原 則 と して申 込 み順 に よ る

が 、必 要 に応 じて調 整 す る こ とが あ る、

1経'1'iJ

第51叶f修 所 の 使lliをFl午[11され た 者は 、次 に才昌け る経 費

をρ」そ生1,果に納 人 す る もの と弓一る.

使 用 区 分 内 容 経 費

宿泊する場合
シー ツ 洗 濯 代

枕 カバ ー洗 濯 代 実費を徴収する

フ ロハ ンカ スコ ン
ロ及 ひ シャ ワー を

使 用 す る場 合

プ ロ パ ン ガ ス 充
"ifs 実費を徴収する

〔使 用Lの 遵 守`拝∫良1

第6研f隊li斤 を使 用す る 者は 、次 に托}げ る 事∫頁を」豊笥;し

な けれ ば な らな い

1消 燈時 問 ば午f妾10時 と し、消 燈後 は静 粛 にす ることG

2起 床 時間 は午}lll7時 と し、起 床 後 は寝 具 の整 理 及 び

洗濯 室 、 ミー一ノーイ ング ルー ム 、ベ ノ ドルー ム 、 シ ャ ワ

ー.ルーム の(llTiliを1])こ と

3電 気 器 具 及 び ガ ス器 具を持 ち込 まな い こ と,

4寝 具、 食 器 その他 の 物品 は 」'寧に取 り扱 い 、備 付 け

1咳 タト¢1)土易1・斤ノ＼イ㌃・t、IIl11さ な い こ と 、

炊 膳 、II契茶 、食 事の 後始 末 、寝 具 の整 頓 、清 掃 は 使5

用 者 が行)二 と

塵 芥の廃 棄は 、指 定 され た場 所へ 行 うこ と、,6

附 則

こv)'L・ 得・は 、II"[153年4月IHか らソ≦施1す る、,

植 樹 実 施
9月18目 〔月 〕'r後511,'j一か ら、環 境 整備 の 一・環 と して

ノ{学構 内植1婁手がfrな われ ま した,こ の 目は 天候 にも恵 ま

れ 晴 れ渡 、た 秋 空の ド、 本学 学 生150{及 び 教 職 員100

名の 参hllを得 て ンラ かハ ・ナ ナ カマ ト ・ホ フ ラ ・エ ゾ マ

ノな と960イ くの 苗 木が 擢{え られ ま した 乙トま.(孫求に乏 し

く、潤 い を欠 く印 象の あ った 本学 も 、 この植 樹 によ っ て

箕fヒされ 、右笹、∴と喧iび)充'たと共 にfibにf修 「』髭∫罵土寛が整fl甫き

れ て い ます。(学 生 課)

磯

ψ

欝
域 、

■ 寄 生 虫 学講 座 ■ 久 津 見 晴 彦

この教 室 の 仕'執 よ、昨1卜春 、皇ず 薬理 「11身教 室 に お いて実

験 が終rし た 犬 を 項 き、 そ の消 化 管 内寄 生 虫 を手袈索 す る

こ と ξ噛ス ター トした、,ま もな く北 海道 の 犬 にも 、 人EIF

通 感 染 の 横 川吸 虫 と 糞線 虫 が発 見 され た,横Ill吸 虫 症 は

日本 各地 にお い て 報告 され て い る もので 、 鮎 、鮒 、 ウ ゲ

イな ど を中 間 宿i三とす る寄 メ1三虫 の 感 染 に よ る 、

東北 地 方 まで は詳 細 な調 査 が行 なわ れて い る が 、北 海

道 で は稚魚 の時 代 に感 染 して いた 鮎 と と も に、琵 琶 湖 か

ら道 南 に持 込 ま れた もの が知 られ て い る.、今 まで 北 海道

に は土 着 して い な い とい うの が定説 で あ った が 、 これ が

覆 え され た。 驚 いた こ とに 、旭 川 が流 行 の 中心 地 の よ)

で 、 市外へ 遠 ざ か る につ れ て寄 生率 が ドっ て ゆ くこ とが

は っ き り した.、この 寄生 虫 の 発 育 史 は複 雑 で、 中 間 宿L

と してllと 魚 の2種 類 を必 要 と し、 その 体 内で 形態 を 変

え な が ら発育 して ゆ か ね ば な ら ない が、 初期 幼 虫 の感 染

して い る カワ ニナ とい う貝 も、 後期 幼 虫 が例 外 な く付 着

して い るウ グ イも発 見 され た、 このr'#=.」,が まず 犬 か`一,

検 出 され たの は、 釣 入 が家 に持 帰 っ た魚 を犬 に ワ える か

らで あろ う これ は2年 間 の 宮 本助 教授 のf卜事 を要約P

た ちの で あ る が、 争 まで の 調 査 が皆 無 なの では ない 、

それ らは 東 京 にい な が ら関 係 者 に送 らせ た魚 の検 査辛∴

果で あ り、道 南 を ・・1覗いた 程度 の 調 査 に よ りて 、 こd)

広 い北 海 道 全般 を推 定 した の が誤 りで あ っ た こ とは 否定

しえ ない「 勿 論 、北 海 道 の 医学 部 に寄 生亘ミ学講 座 が なノ:・

,た こと も 、 不完 全調 査の.・因 で あ ろ う 全匡i各地 の 審

生 虫 分 布図 は、ll戸トこJ))に して,1;換 え られ て ゆ く

と ころ が まだ 問題 が ・つ あ る,・ 般 に利川 され る寄 生 虫

症f列数 は厚 生 省保 健 所 運'1営報 告 だ が、民 間 団 体 のHJ

生 虫1㌻防 会の 事業f}苛艮が質的 に 秀れ て い る とこ ろ が北

海道 に は 芝部 が な い ため 、 横 川吸 虫 症 を は じめ とす る各

種 寄 生/;の 実態 は手巴握 され て お らず 、 こ れ か らぜ ひ調 査

を しな けれ ば な らな い と思 わ れ る 半年閻:ポ'∵に埋 れ ・、

とは い って ち、.ブニ升.キ ス症 、裂頭 条虫 症 、 包虫 症:よ北

海道 特 有の 風1鋳ljと して解 明 すべ き点 が 多い 、

そ)は 言 うが 、寄 生 虫症 は 南 ノノに限 る と半[ll析され る向

きもあ ろ).そ の 通 り ひあ っ て、 目本の 寄 生 虫学 者は熱

帯 、 発展途L国 に援 助 のtを の べ つっ あ る 実 際 に宮 不

Hノ」孝気手受:よ7アブIJカ1よ 一ナーイ シ1リ.rし')Lケミ'層1そ剖;ゴ6・でiこlfLJr、イデノ1、

虫学 の教 鞭 を とっ て きた し、稲 岡助 ∫・は熊 に追 われ つ つ

道 内 各地 の吸l/匡昆 虫 アー八 ア)生態 を 劇 円と して きた か ρ,、

や が てサ イー1レ、 コ ンコ あ た りの ア ブ媒 介 糸状 虫症 のiP'.

滅 に腕 を振.)こ と が期 待 され る 研究 室 で は!{塞染 によ る

宿il寄 生!:適 合4ξ験 が 久津 児 、稲 岡で 行 なわ れ 、学 生 た

西 君 が援 助 し ξ くれ る 動 物 飼 育 と雑用 ・切1好 云法 女リ1

の 岐任 で あ ズこ、 その 活曇劉よ特三筆1こf直し よう「

t寄 生虫 学 講1・tミ教授1

一7



冥福を祈り追悼法要
9112011(水)午 後2時 か ら、 東 本願寺 旭 川 別 院 に お い

て解 剖体 追悼 法 要が 行 な われ ま した。 今回 の 法 要で は昭

和52年9月1日 以 降昭 和53年81131f1ま で の 間 に尊 い御

遺 体 を本 学 学ノkの教 育 及 び学術 研 究 に提 供 され た91体 を

対 象 と して 精霊 が供 養 され ま した。 学 長焼.香及 び追 悼 の

辞の あ と、読経 の 流 れ る中 、 御遺 族 ・来 賓90名 、 本学 教

職 員40名 及 び 本学 学 生110名 が 次 々 と焼 香 し、 故 人の 遺

徳 をf思び冥 福 を≧斤念 し ま した,,

(学 生 課)

閣

瞥 漕 甑1

.11∫.幽、・ 、.〆卿

撫}
・.』懸 繰 ジ

輪 幽 レ歩
磐緊_硝

「
,

、

で.㌍

蝕.㌦襲曝

亀

,

ー

華
・

5量

・
、

℃

肉

夢

丘≡
毒属哩

'

4

酢

匹

考

ヤ

「ねずみ講」「マルチ商法」に注意を!

既 に掲 示で 周 知 して い ます が、最 近 、「ね ず み講」「マ ル

チ商 法 」 等 の悪 質 な業 者 に よ る学生 の被害 が頻 発 して い

ます。 本 学で は被害 の実 例 を聞 い て い ませ ん が、 これ ら

に加入 す るこ との ない よ う注 意 して くだ さい。

1ね ず み講

こ れは 、2人 の"後 輩"会 員 を勧 誘 す る と8代 目で

元金 の50倍 を受 領 で きる と宣 伝 し広 めて い ます が、 加

入 者の 大部 分 は出 資 金 を回 収 で きず 、社 会的 に厳 しい

批 判 を受 け て い ます 。 この ため 「ねず み 講 全面 禁1ヒ法 」

が10月18LJに 成 立 し来 年4月 か らは 、ね ず み講 を運 営 、

勧誘 等 を した者 には 罰則 が適 用 され ます 。

2マ ル チ 商 法

これ は、 他 人 を勧 誘 し、販 売組 織 に加 盟 させ れば 謝

礼 が も ら え る、商 品 の 御売 価 格 が安 くな る、 リベ ー ト

が増 える と信 じこ ませ て 勧誘 す る商法 で す が 、実 際 に

は 商 品 が売 れ ず1、借 りた 金 の返 済 に苦 しん で い る等 被
'
,ifが村1次い で い ますe〔 学 生 課)一

葱
屡
含

並 木 正 義

一 旭 川 医 大 で 一 番 評 判 の よ い ひ と 一

それ は電 話 交換rの ひ とた ちで あ る。 交換 手 は 一人で

な く、何 人 もい る はず で あ る か ら、"ひ とた ち"と すべ

きで あ ろ うが、 どの ひ と も同 じよ うに親 切 で 、誠 実 で 、

感 じが よいの で 今・だ に同 ・人の よ うに思 えて な らない。

それで あ えて"ひ と"とLた,、

最 初 の ひ とが 、ヒ派 だ った ので あ ろ テ 、自 ら模 範 を示 し、

後輩 を これ まで に教ri、 訓練 した の だ と した ら心 か ら敬

意 を表 した い、,とも か く本学 の 交 換 郵 よ全員 帽 辰で ある。

外 部の い ろ い ろな ひ と か らも よ くほ め られ る。 その た び

に私 は嬉 し く思 う,何 人か い れ ば ・人 くらい は 不親 切 で

あ った り、 その 日の感情 を霞 葉の 表現 に あ らわ す よ う な

こ とが あ コて も不思 議 で は な いの だ が 、 ・人 と して そ う

い うひ とは い ない し、 これ まで ただ の ・度 も不快 な声 を

⊥「に した こと が ない、,これ に は感 心 して い る、,

その 大学 の第 ・印 象 が、 最 初 に接 した 交換 手 の応 答 の

しかた に よっ て決 まる と いっ た場」含 も少 な く ない と思 う。

それ ほ ど交換f・ は 重要 な役 割 りを も咳 、こ れ と同様 に、

学 内 に お ける それ ぞ れの 職 場 の 印 象 が、電 話 の取 次 ぎ に

よ くで る ひ と(女 性 が 多いが}の 応 答 の しかた によ って

左右 され る こ とも しば しば あ る。 電 話 とい うもの は顔 が

見 え ない だ け に、 その 言 葉使 いや 態 度 は一・層 気 をつ け な

け れば な らな い。電 話 の 声 を通 じて 、 相手 の 人柄 や、 教

養の 程 度 、電 話 をか け て い る と きの 表情 や態 度 まで も よ

く読 み とれ る もの で あ る。 その 口の感 情 の動 き を電 話 の

会話 に あ らわす よ うな こ と は、 聞 き苫 しい し、見 苦しい。

私 は ひ とが 電話 をか けるの を見 た り聞 いた りしてい ると、

そ の 日の 心理 状 態 が よ くわ か る.flは 心 が 乱れ て い る

な と思 うと きに は、 仕 事な ど頼 ま ない こ と に して い る。

学 内 の あ ちこ ちの電 話 の や りと り を、 そ れ とな く聞 い て

い る と、 も う少 しおだ や か に 、や わ らか く、親 切味 を も

って 話 しがで きな い もの か と思 うこ とが あ る。無 理 して

きれ い な言 葉 を用 い た と ころ で 、冷 たい響 きをも って い

て はだ め だ,言 葉 は心 で あ る。 そ れ らは 自然 に相 ∫・の 心

に伝 わ るもの で あ る.ま た 、 お 尾 に電 話 のエ チ ケ ッ トを

もっ とわ きま え る こ とも必 要 で あ ろ う。 …本 の電 話 に よ

る感 情 の シコ リ が、 長 く尾 を引 く場 合 も あ り得 るの で 、

顔 の 見 え ない 言 葉 には1'分 慎 重 で なけ れば な らない 。

この点 、 本学 の 交 換 手 の心 構 え と具体r1勺な言 葉の 用 い

方は 見習 うべ きで あ る、、学 会 な どで遠 くに川 か け、 用 事

が あっ て 大学 に電 話 す る と き、交 換 丁・の声 を聞 くとぽ っ

とす る。 自宅 に か け た よ う な気 がす る。電 話 で相1に ほ

っ と した 気持 を起 こ きせ る言葉 、言 い 方こ そ最 高 の もの

と い えよ う。

旭 川 医 大で 誇 る にた る 人物 は と問 われ た ら、私 は まず

交換 手の ひ とた ナ,をあ げ た い。 た だ願 わ くば 、 この状 態

力fま乏くいつ まてトも,:ricいて『ほ しい。

次llll:よ旭 川[殴大・(トー番=、{・}三f三[↓の わ るい もの につ い て,1}(

〔内科 学 第 一こ講 壇≦ 教 授)
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